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米ドル建て MMFの売却による財務上の為替差損発生に関するお知らせ 
 

 
平成 21 年 12 月期第 1四半期において、当社が保有する米ドル建て有価証券（MMF）を売却したことによ

り、財務上の為替差損が発生し、これを営業外費用として計上いたしましたので、下記の通りお知らせいた

します。 

 

記 

 

１． 内 容 

 

米ドル建てで購入した有価証券（MMF）（5百万米ドル）を、米ドル建ての支払いに充てる為に売却いたし

ました。 

 

２． 有価証券売却による為替差損の発生額 

 

平成 21 年 12 月期第 1四半期 93 百万円（「営業外費用・有価証券売却損」） 

 

３． 損益に与える影響 

 

今回発生した財務上の為替差損は、前期以前より貸借対照表上では評価換算差額（評価換算差損）として

計上していたものを、当期の損失として処理したものであり、新たな財務活動によって発生したものではあ

りません。 

また、有価証券（MMF）の売却額は購入額を下回っておりませんので、売却によって外貨が減少したもの

ではありません。 

 

平成 21 年 12 月期の業績予想につきましては現在再精査中であり、修正が必要と判断された場合には別

途開示いたします。 

 

今後の方針といたしましては、昨今の金融状況を鑑み、財務体質の健全化と運用リスクを減らすことを目

的として、貸借対照表に記載しております評価・換算差額を解消していく方向で進めてまいります。 

 

以 上 


